


～ あすなろ分校での取り組みをご紹介します！ ～ 

 

「原籍校復帰支援プログラム」の運用について 

津市立高茶屋小学校あすなろ分校 

津市立南郊中学校あすなろ分校 

 

 

あすなろ分校（以下、分校）は、広汎性発達障

がい等の治療のために、あすなろ学園（以下、学

園）に入院した児童・生徒のための津市立の学校

です。 

退院を視野に入れ、治療の進捗状況に応じて、

一定期間分校に籍を置きながら試験的に原籍校

に登校する「テスト通学」という教育活動は、分

校・学園にとって重要な取組の１つになっていま

す。 

 入院した子どもは、学園で治療を受けています

が、これは、子どもが自己の特性を理解し、様々

な場面に適した行動様式を身につけ、より生きや

すくなることを目的としています。我々分校教員

の役割は、学校における行動面、学習面において、

子どもの特性に応じた適切な支援方法を見出し、

成長を促すとともに、原籍校に具体的な指導法や

配慮事項を伝えていくことにあると考えます。 

分校では、年３回の原籍校交流会と関係者会議

（医師、学園職員、原籍校教員、行政機関職員等

によるテスト通学実施の相談や退院に向けた調

整会議）において、原籍校と連携を図ってきまし

たが、子どもの置かれた状況がより複雑化する中、

これまでの方法では対応しきれない状況になっ

てきており、より実効力のある原籍校との連携が

必要になってきました。 

そこで、これまで分校が学園と取り組んできた、

ケースカンファレンス（医師、学園職員、分校教

員等で毎月開かれる会議）や関係者会議での分校

の役割を整理し、分校の子どもたちが原籍校にス

ムーズに復帰できるよう、原籍校で具体的な支援

が有効にはたらくような分校独自の支援システ

ム「原籍校復帰支援プログラム」を構築しました。

主な内容としては、以下の３つになります。 

１．「テスト通学」における配慮事項を整理し、

具体的な支援の内容を検討する。 

２．分校と原籍校の連携の方法を整理する。 

３．必要に応じ、分校教員を原籍校に派遣して

具体的な支援に取り組む。 

 

平成26年度から、本プログラムを試行してき

たことにより、分校と原籍校がより連携を深め、

これまで約30校における「テスト通学」を成功

させ、退院を経て、原籍校で順調に学校生活を送

ることができるようになりました。 

平成29年度の学園の「三重県立子ども心身発

達医療センター」への移行に伴い、昭和42年に

分教室として教育活動を開始しおよそ半世紀に

わたり、入院した児童・生徒の教育を担ってきた

「分校」は、「三重県立かがやき特別支援学校あ

すなろ分校」として再スタートすることになりま

す。 

新しい学校になっても、これまでの取組を継

承・発展させ、在籍する児童・生徒一人ひとりが、

自己肯定感を高め、生活を立て直し、自分に適し

た進路を選択して生きていけるよう、新医療セン

ター、原籍校、家庭、地域、行政機関等と連携を

密にした途切れのない支援、具体的な支援に基づ

いた教育実践に取り組んでまいります。 






